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校
屋
内
運
動
場
脇
斜
面
の
倒
木
処

理
に
伴
う
学
校
施
設
維
持
管
理
事

業
１
５
４
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額

し
、
歳
出
の
合
計
は
１
１
９
０
万

２
０
０
０
円
の
増
額
と
な
り
、
こ

れ
に
見
合
う
歳
入
は
繰
越
金
で
措

置
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
予

算
現
額
は
１
８
６
億
３
４
６
２
万

３
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

▼
福
祉
会
館
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て
…
原
案
可
決
（
全

員
賛
成
）

　

福
祉
会
館
に
つ
い
て
、
令
和
２

年
４
月
１
日
か
ら
指
定
管
理
者
を

指
定
す
る
に
当
た
り
、
提
案
さ
れ

た
も
の
で
す
。

▼
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
…
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

　

成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制

限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図

る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関

す
る
法
律
の
公
布
に
伴
い
、
印
鑑

登
録
証
明
事
務
処
理
要
領
の
一
部

が
改
正
さ
れ
る
た
め
、
印
鑑
登
録

資
格
に
つ
い
て
、
改
正
の
必
要
が

あ
る
た
め
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

▼
保
育
所
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
…
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
い
、
関
係
す
る
規
定
に
つ
い

て
、
改
正
の
必
要
が
あ
る
た
め
提

案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

れ
に
見
合
う
歳
入
は
繰
越
金
で
措

置
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
予

算
現
額
は
１
８
６
億
２
２
７
２
万

１
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

▼
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
…

承
認(

全
員
賛
成)

　

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
７
号
）
は
、
道
路
改
良
事

業
及
び
学
校
施
設
維
持
管
理
事
業

に
つ
い
て
、
予
算
措
置
に
緊
急
を

要
し
専
決
処
分
を
行
っ
た
た
め
、

議
会
の
承
認
を
求
め
た
も
の
で

す
。
具
体
的
に
は
、
台
風
15
号
に
よ

り
生
じ
た
市
道
８
０
４
９
号
及
び

久
木
ト
ン
ネ
ル
の
道
路
災
害
復
旧

工
事
に
伴
う
道
路
改
良
事
業
１
０

３
６
万
２
０
０
０
円
、
小
坪
小
学

こ
れ
に
見
合
う
歳
入
は
繰
越
金
で

措
置
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り

予
算
現
額
は
６
７
億
３
６
０
８
万

６
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

▼
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
…

承
認(

全
員
賛
成)

　

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
６
号
）
は
、
文
化
プ
ラ
ザ

ホ
ー
ル
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
予

算
措
置
に
緊
急
を
要
し
専
決
処
分

を
行
っ
た
た
め
、
議
会
の
承
認
を

求
め
た
も
の
で
す
。
具
体
的
に
は

台
風
17
号
に
よ
り
生
じ
た
ホ
ー

ル
・
図
書
館
棟
屋
上
防
水
シ
ー
ト

の
被
害
の
改
修
工
事
に
伴
う
文
化

プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
整
備
事
業
１
６
９

０
万
７
０
０
０
円
を
増
額
し
、
こ

議
案
の
審
議
結
果

▼
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
…

承
認
（
全
員
賛
成
）

　

令
和
元
年
度
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算(

第
２
号)

は
、

償
還
金
に
つ
い
て
、
予
算
措
置
に

緊
急
を
要
し
専
決
処
分
を
行
っ
た

た
め
、
議
会
の
承
認
を
求
め
た
も

の
で
す
。
具
体
的
に
は
平
成
30
年

度
の
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基

金
地
域
支
援
事
業
交
付
金
の
超
過

分
に
つ
い
て
、
指
定
す
る
期
日
ま

で
に
返
還
す
る
に
当
た
り
、
償
還

金
の
不
足
に
伴
い
、
償
還
金
１
９

９
１
万
４
０
０
０
円
を
増
額
し
、

一般会計予算など19議案を可決
議員発議による意見書案5件の可決も

第４回定例会（12月３日～18日）

　

令
和
元
年
市
議
会
第
4
回
定
例
会
は
、
12
月
3
日
か
ら
18
日
ま
で
の
1₆
日
間
の
会
期
で
開
会
し
ま

し
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
福
祉
会
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
条
例
の

一
部
改
正
、
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
、

生
活
保
護
費
の
増
加
に
伴
う
生
活
保
護
費
支
給
事
業
経
費
、
台
風
15
号
・
19
号
に
よ
り
生
じ
た
市
内

施
設
の
被
害
に
対
す
る
応
急
復
旧
等
の
経
費
な
ど
を
内
容
と
す
る
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
8
号
）、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
な
ど
市
長
提
出
の
19
議
案
の
ほ
か
、
陳
情
10
件
の
審
議
が
行

わ
れ
、
審
議
の
結
果
、
議
案
19
件
を
原
案
ど
お
り
承
認
・
可
決
・
同
意
し
、
陳
情
5
件
を
了
承
、
4

件
を
不
了
承
、
1
件
を
閉
会
中
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
12
月
1₆
日
、
17
日
、
18
日
の
3
日

間
、
市
政
一
般
に
つ
い
て
13
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
、
議
員
発
議
に

よ
る
意
見
書
案
5
件
を
可
決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

今
定
例
会
の
概
要
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▼
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
…
原
案
可
決

（
全
員
賛
成
）

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
係
る
利

用
者
負
担
の
適
正
化
及
び
公
平
性

を
図
る
に
当
た
り
、
保
育
料
に
つ

い
て
、
改
正
の
必
要
が
あ
る
た
め

提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
…
原
案

可
決
（
賛
成
多
数
）

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
開

館
時
間
の
変
更
に
よ
り
経
費
の
削

減
等
を
図
る
こ
と
に
伴
い
、
改
正

の
必
要
が
あ
る
た
め
提
案
さ
れ
た

も
の
で
す
。

▼
文
化
プ
ラ
ザ
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

…
原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

文
化
プ
ラ
ザ
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
の
開
館
時
間
の
変
更
に
よ
り
経

費
の
削
減
等
を
図
る
こ
と
に
伴

い
、
改
正
の
必
要
が
あ
る
た
め
提

案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

▼
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る

建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
…
原
案

可
決
（
賛
成
多
数
）

　

都
市
計
画
法
第
19
条
第
１
項
の

規
定
に
基
づ
く
「
沼
間
三
丁
目
公

共
公
益
施
設
整
備
地
区
地
区
計

画
」
の
都
市
計
画
決
定
に
よ
り
、

地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建

築
物
の
制
限
等
に
係
る
規
定
の
整

備
に
当
た
り
、
改
正
の
必
要
が
あ

る
た
め
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

▼
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
…
原
案
可
決
（
賛
成
多

数
）

　

都
市
公
園
有
料
の
公
園
施
設
の

休
場
日
及
び
開
場
時
間
の
変
更
に

よ
り
経
費
の
削
減
等
を
図
る
こ
と

に
伴
い
、
改
正
の
必
要
が
あ
る
た

め
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

▼
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
…
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

　

成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制

限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図

る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関

す
る
法
律
の
公
布
に
伴
い
、
成
年

被
後
見
人
等
に
係
る
欠
格
条
項
を

設
け
て
い
る
規
定
等
の
整
備
を
行

う
に
当
た
り
、
改
正
の
必
要
が
あ

る
た
め
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

▼
市
立
体
育
館
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
…
原
案
可
決
（
賛
成

多
数
）

　

市
立
体
育
館
の
休
館
日
の
変
更

に
よ
り
経
費
の
削
減
等
を
図
る
こ

と
に
伴
い
、
改
正
の
必
要
が
あ
る

た
め
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

▼
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算(

第
８
号)

…
原
案
可
決(

全

員
賛
成)

　

今
回
の
補
正
は
、
人
事
異
動
等

に
伴
う
職
員
給
与
費
７
４
１
万
９

０
０
０
円
を
減
額
し
、
児
童
手
当

支
給
費
の
増
加
に
伴
う
経
費
と
し

て
児
童
手
当
支
給
事
業
１
２
０
０

万
円
、
生
活
保
護
費
の
増
加
に
伴

う
生
活
保
護
費
支
給
事
業
７
０
６

２
万
円
、台
風
15
号
・
19
号
に
よ
り

生
じ
た
市
内
施
設
の
被
害
の
応
急

復
旧
等
の
経
費
と
し
て
総
額
３
１

４
６
万
４
０
０
０
円
を
そ
れ
ぞ
れ

増
額
す
る
な
ど
、
歳
出
の
合
計
は

１
億
８
０
０
７
万
３
０
０
０
円
の

増
額
と
な
り
、
こ
れ
に
見
合
う
歳

入
は
国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金
、

寄
付
金
等
を
増
額
し
て
措
置
す
る

も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
予
算
現
額

は
１
８
８
億
１
４
６
９
万
６
０
０

０
円
と
な
り
ま
す
。

▼
令
和
元
年
度
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
…
原
案
可
決(

全
員
賛
成)

　

今
回
の
補
正
は
、
人
事
異
動
等

に
伴
う
職
員
給
与
費
１
５
万
９
０

０
０
円
、
被
保
険
者
の
資
格
管
理

制
度
対
応
に
係
る
シ
ス
テ
ム
改
修

に
伴
う
一
般
管
理
事
務
費
８
６
万

２
０
０
０
円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
し

歳
出
の
合
計
は
１
０
２
万
１
０
０

０
円
の
増
額
と
な
り
、
こ
れ
に
見

合
う
歳
入
は
国
庫
支
出
金
等
を
増

額
し
て
措
置
す
る
も
の
で
、
こ
れ

に
よ
り
予
算
現
額
は
６
４
億
９
３

７
２
万
１
０
０
０
円
と
な
り
ま

す
。

▼
令
和
元
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
…
原
案
可
決(

全
員
賛

成)

　

今
回
の
補
正
は
、
人
事
異
動
等

に
伴
う
職
員
給
与
費
３
５
万
２
０

０
０
円
を
増
額
す
る
も
の
で
、
こ

れ
に
見
合
う
歳
入
は
、
繰
入
金
を

増
額
し
て
措
置
し
、
こ
れ
に
よ
り

予
算
現
額
は
１
２
億
６
５
５
万
２

０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

▼
令
和
元
年
度
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

…
原
案
可
決(

全
員
賛
成)

　

今
回
の
補
正
は
、
人
事
異
動
等

に
伴
う
職
員
給
与
費
４
５
３
万
５

０
０
０
円
を
増
額
す
る
も
の
で
、

こ
れ
に
見
合
う
歳
入
は
、
繰
入
金

を
増
額
し
て
措
置
し
、
こ
れ
に
よ

り
予
算
現
額
は
６
７
億
４
０
６
２

万
１
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

▼
令
和
元
年
度
下
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
…
原
案

可
決(

全
員
賛
成)

　

今
回
の
補
正
は
、
人
事
異
動
等

に
伴
う
職
員
給
与
費
等
の
増
減
調

整
に
よ
り
、
収
益
的
収
入
及
び
支

出
の
予
算
額
３
０
６
万
３
０
０
０

円
を
増
額
し
、
資
本
的
収
入
及
び

支
出
の
予
算
額
２
１
万
９
０
０
０

円
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

人
事
案
件

▼
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て
…
同
意
（
全
員
賛
成
）

　

氏
名　

高
橋　

康
氏
﹇
新
任
﹈

　

任
期　

４
年

　
議
会
だ
よ
り
は
、
昭
和
61
年
に
創
刊
号
を
発
行
し
て
以
来
、
年

４
回
（
市
議
会
議
員
選
挙
の
あ
る
年
は
５
回
）
の
ペ
ー
ス
で
発
行

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
を
も
っ
て
１
５
０
回
目
の
発
行
と
な
り

ま
し
た
。
議
会
だ
よ
り
は
、
市
議
会
の
活
動
状
況
を
お
知
ら
せ
し

市
民
の
皆
様
に
議
会
及
び
市
政
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
こ
と
を
念
頭
に
お
き
、
常
に
編
集
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
、
皆
様
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
よ
り
親
し

ま
れ
る
議
会
だ
よ
り
の
発
行
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議
会
報
編
集
委
員
会
委
員
一
同

議
会
だ
よ
り
第
１
５
０
号
に
寄
せ
て
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報
告
事
項

▼
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

(

損
害
賠
償
の
額
の
決
定)

　

令
和
元
年
８
月
６
日
、
沼
間
４

丁
目
に
お
い
て
、
市
の
共
用
車
が

方
向
転
換
を
行
う
た
め
に
バ
ッ
ク

し
た
際
、
後
方
の
駐
車
車
両
を
損

傷
さ
せ
た
も
の
で
、
損
害
賠
償
額

５
万
５
７
５
１
円
で
賠
償
の
相
手

方
と
示
談
が
成
立
し
た
た
め
、
専

決
処
分
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

提
出
さ
れ
た
陳
情
の

要
旨
・
審
査
結
果

▼
介
護
施
設
の
人
員
配
置
基
準
の

引
き
上
げ
の
た
め
に
、
国
に
対

し
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳

情

　

神
奈
川
県
医
療
労
働
組
合
連
合

会
執
行
委
員
長　

古
岡
孝
広
さ
ん

か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
介
護

制
度
の
真
の
持
続
性
を
確
保
す
る

た
め
、
⑴
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

等
の
人
員
配
置
基
準
を
定
め
た
条

例
を
改
正
し
、
介
護
職
員
及
び
看

護
職
員
の
人
員
配
置
基
準
を
実
態

に
見
合
っ
た
水
準
に
引
き
上
げ
る

こ
と
。
⑵
次
の
項
目
に
つ
い
て
国

に
対
し
、
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
。
①
介
護
施
設
の
介
護
職
員
及

び
看
護
職
員
の
人
員
配
置
に
関
す

る
基
準
省
令
に
つ
い
て
、
実
態
に

合
わ
せ
、
利
用
者
２
人
に
対
し
て

１
人
以
上
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

②
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
夜
勤

を
行
う
職
員
の
勤
務
条
件
に
関
す

る
基
準
を
見
直
し
、
夜
間
勤
務
者

の
配
置
水
準
を
引
き
上
げ
、
１
人

夜
勤
は
解
消
す
る
こ
と
。
③
①
、

②
の
項
目
を
保
障
す
る
た
め
、
介

護
報
酬
の
引
上
げ
を
行
う
こ
と
。

保
険
料
負
担
、
自
治
体
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
に
、
介
護
保
険
財
政

に
お
け
る
国
の
負
担
割
合
を
大
幅

に
引
き
上
げ
る
こ
と
。
以
上
の
と

お
り
切
望
す
る
、
と
い
う
も
の
で

す
。

　

こ
の
陳
情
は
、
教
育
民
生
常
任

委
員
会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

▼
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の

実
現
の
た
め
夜
勤
改
善
と
大
幅

増
員
を
求
め
る
陳
情

　

神
奈
川
県
医
療
労
働
組
合
連
合

会
執
行
委
員
長　

古
岡
孝
広
さ
ん

か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
安
全

・
安
心
の
医
療
・
介
護
の
実
現
に

向
け
、
①
医
師
・
看
護
師
等
の
夜

勤
交
替
制
労
働
に
お
け
る
労
働
環

境
の
改
善
の
た
め
、
１
日
か
つ
１

勤
務
の
労
働
時
間
８
時
間
以
内
を

基
本
に
、
労
働
時
間
の
上
限
規
制

や
勤
務
間
の
イ
ン
タ
ー
バ
ル
確

保
、
夜
勤
回
数
の
制
限
等
、
労
働

環
境
改
善
の
た
め
の
規
制
を
設
け

る
こ
と
。
更
に
夜
勤
交
替
制
労
働

者
の
週
労
働
時
間
を
短
縮
し
、
介

護
施
設
や
有
床
診
療
所
等
で
行
わ

れ
て
い
る
一
人
夜
勤
体
制
を
な
く

し
、
複
数
夜
勤
体
制
と
す
る
こ
と
。

②
医
師
・
看
護
師
等
を
増
員
す
る

こ
と
。
③
患
者
・
利
用
者
の
負
担

軽
減
を
図
る
こ
と
。
④
費
用
削
減

を
目
的
と
し
た
病
床
削
減
は
行
わ

ず
、
地
域
医
療
に
必
要
な
病
床
機

能
を
確
保
す
る
こ
と
。
以
上
の
と

お
り
国
に
意
見
書
を
提
出
す
る
よ

う
切
望
す
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
陳
情
は
、
総
務
常
任
委
員

会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、
賛
成

多
数
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

▼「
主
権
者
教
育
の
推
進
」
に
関

す
る
陳
情

　

工
藤
純
一
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ

た
も
の
で
、
主
権
者
教
育
を
議
会

で
ど
う
進
め
る
べ
き
か
、
議
会
と

し
て
で
き
る
こ
と
は
何
か
、
課
題

と
し
て
取
り
組
み
、
主
権
者
教
育

の
在
り
方
を
市
民
と
共
に
考
え
る

契
機
と
す
る
こ
と
を
切
望
す
る
、

と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
陳
情
は
、
議
会
運
営
委
員

会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、
賛
成

な
し
で
不
了
承
と
な
り
ま
し
た
。

▼「
令
和
元
年
度
逗
子
市
議
会
議

会
報
告
会
」
に
関
す
る
陳
情

　

工
藤
純
一
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ

た
も
の
で
、
令
和
元
年
11
月
15
日
に

開
催
さ
れ
る
議
会
報
告
会
で
は
テ

ー
マ
を
一
つ
に
絞
り
、
子
育
て
に

関
心
の
あ
る
方
の
み
の
参
加
を
募

集
し
て
い
る
。
子
育
て
に
関
心
の

あ
る
方
々
か
ら
直
接
意
見
を
聞
く

場
と
す
る
な
ら
ば
、
逗
子
市
議
会

基
本
条
例
第
６
条
で
定
め
ら
れ
た

議
会
報
告
会
で
は
な
く
、
意
見
交

換
会
と
し
て
開
催
す
る
こ
と
を
切

望
す
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
陳
情
は
、
議
会
運
営
委
員

会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、
賛
成

な
し
で
不
了
承
と
な
り
ま
し
た
。

市議会第４回定例会日程概要

11月28日 議会運営委員会（議事日程等協議）

12月 3 日 本会議（第1日）会期を12月18日までの

1₆日間と決定、一部議案の採決、議案等

委員会付託

全員協議会（議会運営委員会決定事項報告、

市長報告、行政委員会等報告）

議会運営委員会（日程追加協議、陳情の審査

・採決）

4 日 教育民生常任委員会（議案・陳情の審査・

採決）

5 日 総務常任委員会（議案・陳情の審査・採決）

6 日 基地対策特別委員会（調査）

9 日 総合的病院に関する特別委員会（陳情の

審査・採決、調査）

13日 議会運営委員会（追加案件協議）

16日 本会議（第2日）議案の委員長報告・採決、

陳情審査の結果報告、一般質問　

17日 本会議（第3日）一般質問

18日 本会議（第４日）一般質問、意見書案の採決、

結論が出なかった陳情の閉会中継続審査了承
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会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、
閉
会

中
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

▼
徳
川
₁₆
代
当
主
家
達
の
旧
別
邸

（
郷
土
資
料
館
）
等
の
存
続
を

求
め
る
陳
情

　

石
井
昭
子
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ

た
も
の
で
、
蘆
花
記
念
公
園
内
の

徳
川
旧
別
邸
を
は
じ
め
と
し
た
木

造
建
築
群
は
、
時
を
経
る
ご
と
に

文
化
的
価
値
が
増
し
て
お
り
、

後
々
ま
で
継
承
す
べ
き
で
あ
る
た

め
、
修
繕
と
存
続
及
び
利
活
用
に

つ
い
て
、
市
が
し
っ
か
り
と
政
策

化
す
る
よ
う
切
望
す
る
、
と
い
う

も
の
で
す
。

　

こ
の
陳
情
は
、
教
育
民
生
常
任

委
員
会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、

賛
成
少
数
で
不
了
承
と
な
り
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
結
論

が
出
な
か
っ
た
陳
情

　

次
の
陳
情
は
、
今
定
例
会
で
結

論
が
出
な
か
っ
た
た
め
、
閉
会
中

継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

▼「
エ
コ
広
場
ず
し
」
の
存
続
に

関
す
る
陳
情

総
合
的
病
院
に
関
す
る
特
別
委
員
会

▼
市
民
が
望
む
総
合
的
病
院
の
実

現
に
関
す
る
陳
情

▼
総
合
的
病
院
・
市
民
が
真
に
必

要
と
す
る
医
療
を
求
め
る
陳
情

準
を
抜
本
的
に
引
き
上
げ
、
そ
の

配
置
基
準
と
労
働
基
準
法
を
守
る

こ
と
が
で
き
る
予
算
及
び
人
件
費

を
保
障
す
る
こ
と
。
②
全
て
の
福

祉
職
員
の
賃
金
を
引
き
上
げ
、
全

産
業
平
均
と
の
月
約
10
万
円
の
格

差
を
な
く
す
こ
と
。
以
上
の
と
お

り
国
に
対
し
て
意
見
書
の
提
出
を

切
望
す
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
陳
情
は
、
教
育
民
生
常
任

委
員
会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

▼「
エ
コ
広
場
ず
し
」
の
存
続
に

関
す
る
陳
情

　

逗
子
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
の
会

共
同
代
表　

田
中
尚
武
さ
ん
か
ら

提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
エ
コ
広
場

ず
し
を
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
か
ら

退
去
さ
せ
る
市
の
方
針
に
基
づ
き

締
結
し
た
協
定
書
で
は
、
令
和
２

年
２
月
29
日
ま
で
に
原
状
回
復

し
、
令
和
２
年
度
以
降
の
ゼ
ロ
・

ウ
ェ
イ
ス
ト
政
策
全
体
の
推
進
に

向
け
て
、
活
動
の
継
続
に
向
け
た

協
議
、
及
び
協
議
の
結
果
を
受
け

た
実
践
活
動
を
両
者
が
対
等
な
立

場
で
実
行
す
る
と
し
て
お
り
、
そ

の
具
体
的
な
内
容
は
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
の
原
状
回
復
の
期
日
ま
で

に
別
途
定
め
る
と
さ
れ
て
い
る
。

つ
い
て
は
、
エ
コ
広
場
の
継
続
を

切
望
す
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
陳
情
は
、
総
務
常
任
委
員

▼
神
奈
川
県
に
私
学
助
成
の
拡
充

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求

め
る
陳
情

　

神
奈
川
私
学
助
成
を
す
す
め
る

会
代
表　

長
谷
川
正
利
さ
ん
か
ら

提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
教
育
の
無

償
化
を
進
め
る
こ
と
で
、
全
て
の

子
供
た
ち
の
学
ぶ
権
利
を
保
障
す

る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
ま
た
、

私
学
助
成
の
抜
本
的
な
改
善
に

よ
っ
て
私
学
経
営
の
安
定
を
図
り
、

保
護
者
の
学
費
負
担
を
軽
減
す
る

こ
と
は
、
県
政
の
急
務
で
あ
る
た

め
、
憲
法
、
教
育
基
本
法
及
び
子

ど
も
の
権
利
条
約
の
理
念
に
基
づ

い
て
、
私
学
助
成
の
一
層
の
充
実

を
図
る
よ
う
、
神
奈
川
県
に
対
し

て
意
見
書
の
提
出
を
切
望
す
る
、

と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
陳
情
は
、
教
育
民
生
常
任

委
員
会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

▼
国
に
対
し
て
福
祉
職
員
の
大
幅

な
増
員
と
賃
金
の
引
き
上
げ
を

求
め
る
陳
情

　

全
国
福
祉
保
育
労
働
組
合
神
奈

川
県
本
部
執
行
委
員
長　

柴
田
さ

ゆ
み
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の

で
、
憲
法
第
25
条
に
基
づ
き
、
国
と

自
治
体
の
責
任
で
、
保
育
や
介
護

等
福
祉
職
員
の
大
幅
な
増
員
と
賃

金
の
引
上
げ
が
可
能
と
な
る
よ

う
、
①
福
祉
職
場
の
職
員
配
置
基

▼「
逗
子
市
議
会
基
本
条
例
」
の

「
議
会
報
告
会
」に
関
す
る
陳
情

　

工
藤
純
一
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ

た
も
の
で
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
議
会
報
告
会
の
説
明
に
あ
る

と
お
り
、
各
議
員
は
逗
子
市
議
会

基
本
条
例
に
の
っ
と
っ
た
議
会
活

動
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
議
会
報

告
会
で
報
告
す
る
よ
う
切
望
す

る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
陳
情
は
、
議
会
運
営
委
員

会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、
賛
成

な
し
で
不
了
承
と
な
り
ま
し
た
。

▼
国
に
私
学
助
成
の
拡
充
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

　

神
奈
川
私
学
助
成
を
す
す
め
る

会
代
表　

長
谷
川
正
利
さ
ん
か
ら

提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
私
学
に
通

う
生
徒
・
保
護
者
の
学
費
負
担
を

軽
減
し
私
学
教
育
本
来
の
良
さ
を

一
層
発
揮
さ
せ
る
教
育
条
件
の
維

持
と
向
上
を
図
る
た
め
、
私
立
高

校
の
本
当
の
意
味
で
の
無
償
化
は

ま
だ
達
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ

か
ら
の
動
き
に
か
か
っ
て
い
る
。

憲
法
、
教
育
基
本
法
及
び
子
ど
も

の
権
利
条
約
の
理
念
に
基
づ
き
私

学
助
成
の
一
層
の
充
実
を
図
る
よ

う
国
に
対
し
て
意
見
書
の
提
出
を

切
望
す
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
陳
情
は
、
教
育
民
生
常
任

委
員
会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
傍
聴
の
ご
案
内

●
本
会
議
の
傍
聴

・
定
員　

一
般
席　
　
　
　

₄3
人

　
　
　

車
椅
子
席　
　
　
　

５
人

●
常
任
委
員
会
・
議
会
運
営
委
員
会
・

議
会
報
編
集
委
員
会
の
傍
聴

・
定
員　
　
　
　
　
　
　
　

12
人

（
全
員
協
議
会
室
で
開
催
す
る

場
合
は
25
人
）

●
特
別
委
員
会
の
傍
聴

・
定
員　
　
　
　
　
　
　
　

15
人

　
（
予
算
特
別
委
員
会
は
12
人
）

●
全
員
協
議
会
の
傍
聴

・
定
員　
　
　
　
　
　
　
　

8
人

●
受
付
時
間

・
午
前
９
時
か
ら
９
時
₄5
分
ま
で

（
本
会
議
・
各
委
員
会
と
も
同
じ
）

●
傍
聴
の
手
続
き

　

会
議
の
傍
聴
を
希
望
す
る
方
は
、

本
人
が
本
会
議
、
委
員
会
、
全
員

協
議
会
の
開
か
れ
る
当
日
、
受
付

時
間
内
に
議
会
事
務
局
（
市
役
所

４
階
）
前
の
受
付
票
に
氏
名
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
午
前

９
時
₄5
分
の
受
付
終
了
後
に
傍
聴

希
望
者
が
定
員
を
超
え
て
い
た
場

合
は
、
抽
せ
ん
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
議
会
事
務
局

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

内
線
４
０
５
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●
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●
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●
●
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○

●
●
●
●
○
●
●
●
●
○

を
脅
か
し
て
い
る
状
態
で
あ

る
。
改
善
に
向
け
て
市
長
、

県
横
須
賀
土
木
事
務
所
、
業

者
の
協
議
予
定
は
、
台
風
の

影
響
で
延
期
に
な
っ
た
よ
う

だ
が
、
そ
の
後
、
ど
の
よ
う

に
な
っ
た
の
か
。

市
長　

長
い
懸
案
事
項
で
あ

る
が
、
何
と
か
前
進
さ
せ
た

く
再
度
、
県
土
木
事
務
所
に

協
議
依
頼
す
る
。

触
っ
て
は
危
険
！
タ
イ

ワ
ン
リ
ス
尿
の
付
着
物

問　

市
民
が
大
変
苦
慮
し
て

い
る
増
加
傾
向
の
タ
イ
ワ
ン

リ
ス
の
駆
除
に
つ
い
て
、
市

は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

く
の
か
。

市
長　

防
除
実
施
計
画
に
基

づ
き
、
市
民
の
要
請
に
は
捕

獲
用
の
お
り
を
設
置
し
て
、

捕
獲
、
駆
除
を
で
き
る
限
り

実
施
し
て
い
く
。

※
こ
の
他
に
、
引
き
こ
も
り

に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

る
の
で
、
双
方
の
保
護
者
に

学
校
と
し
て
は
丁
寧
に
対
応

し
て
解
決
を
図
っ
て
い
く
。

学
校
が
最
大
限
の
努
力
し
た

の
ち
出
席
停
止
す
る
こ
と
は

方
法
と
し
て
考
え
ら
れ
る

が
、
一
方
義
務
教
育
を
受
け

る
権
利
も
保
障
さ
れ
て
い
る

た
め
、
両
方
を
踏
ま
え
た
上

で
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

新
宿
四
丁
目
崖
地　
　

命
の
安
全
確
保
を
!!

問　

こ
の
場
所
は
、
前
市
長

の
時
代
か
ら
近
隣
住
民
の
命

悪
質
な
い
じ
め
は
出
席

停
止
を
取
る
べ
き
!!

問　

小
中
学
校
で
の
い
じ
め

問
題
は
、
学
校
及
び
教
育
委

員
会
で
対
応
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
が
、
被
害
を
受
け
た

子
供
は
不
登
校
に
な
っ
た

り
、
怪
我
が
原
因
で
身
体
的

に
不
自
由
に
な
る
例
も
あ

る
。
い
じ
め
を
認
知
し
た
と

き
は
、
当
事
者
に
ど
の
よ
う

な
対
応
を
取
っ
て
い
る
の

か
。
悪
質
な
加
害
者
に
は
出

席
停
止
措
置
も
行
う
の
か
。

教
育
長　

い
じ
め
を
認
知
し

た
時
点
で
、
一
番
子
供
た
ち

に
近
い
学
級
担
任
な
ど
が
、

当
事
者
で
あ
る
児
童
・
生
徒

か
ら
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の

か
心
を
開
い
た
話
を
正
確
に

把
握
す
る
。
場
合
に
よ
っ
て

は
そ
れ
を
見
て
い
る
、
相
談

に
乗
っ
て
い
る
児
童
・
生
徒

の
話
も
聞
い
て
解
決
し
て
い

く
の
が
、
一
番
基
本
で
あ
る

が
、
当
事
者
の
保
護
者
も
何

を
し
た
ら
い
い
か
と
い
う
こ

と
を
悩
ん
で
い
る
場
合
も
あ

学
校
側
の
保
身
は
Ｎ
Ｏ
！
子
供
の

Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
見
逃
し
て
は
い
け
な
い

新
政
逗
子
　
佐
藤
　
恵
子
　
議
員

だ
が
、
児
童
・
生
徒
に
危
険

な
箇
所
に
つ
い
て
は
、
市
が

し
っ
か
り
と
予
算
化
、
修
繕

を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

施
設
設
置
者
が
修

繕
、
経
費
負
担
を
行
う
の
は

当
然
で
あ
る
が
、
子
供
た
ち

の
環
境
を
整
え
る
と
い
う
こ

と
か
ら
、
保
護
者
や
地
域
の

方
々
に
も
、
ぜ
ひ
と
も
お
力

添
え
を
い
た
だ
き
た
い
。

※
こ
の
他
に
、
行
財
政
改
革

に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

胎
児
の
育
児
は
特
有
な
大
変

さ
が
あ
り
、
ま
た
、
核
家
族

化
な
ど
に
よ
り
、
子
育
て
を

援
助
、
相
談
で
き
る
人
が
そ

ば
に
い
な
い
状
況
が
多
い
。

昨
年
、
愛
知
県
で
は
重
度
の

産
後
う
つ
か
ら
、
生
後
11
か

月
の
三
つ
子
の
次
男
を
死
亡

さ
せ
る
事
件
が
あ
っ
た
。
本

市
で
も
何
ら
か
の
支
援
策
を

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

育
児
不
安
な
ど
か
ら

虐
待
な
ど
に
つ
な
が
ら
な
い

よ
う
、
保
健
師
等
が
訪
問
し

相
談
を
受
け
て
お
り
、
今
年

４
月
か
ら
は
産
後
ケ
ア
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。
多
胎
児

に
限
ら
ず
、
年
子
、
多
子
家

庭
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
支
援

が
必
要
か
検
討
を
行
う
。

学
校
施
設
の
老
朽
化

市
の
責
任
で
予
算
化
を

問　

学
校
施
設
の
老
朽
化
が

進
み
、
危
険
性
や
雨
漏
り
未

修
繕
の
箇
所
が
あ
り
、
保
護

者
の
声
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
寄
付

を
募
り
自
ら
実
施
し
た
そ
う

今
回
の
台
風
災
害
を

踏
ま
え
、
今
後
の
対
策
は

問　

今
年
発
生
し
た
台
風
15

号
及
び
19
号
は
本
市
に
お
い

て
も
倒
木
や
土
砂
崩
れ
に
よ

る
道
路
の
通
行
止
め
、
一
部

地
域
に
お
け
る
長
時
間
停
電

が
発
生
す
る
な
ど
、
市
民
生

活
に
大
き
な
影
響
が
あ
っ

た
。
今
回
発
生
し
た
災
害
を

踏
ま
え
、
今
後
、
風
水
害
対

策
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。

市
長　

長
期
停
電
へ
の
対

応
、
避
難
所
の
在
り
方
、
避

難
者
へ
の
情
報
提
供
等
の
課

題
が
あ
り
、
台
風
等
の
災
害

対
応
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

環
境
都
市
部
長　

今
回
、
市

緑
地
の
倒
木
に
よ
る
停
電
が

発
生
し
た
が
、
特
に
幹
線
道

路
沿
い
の
倒
木
は
車
両
等
の

通
行
の
支
障
に
も
な
り
、
優

先
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち

多
胎
児
の
育
児
支
援
を

問　

双
子
、
三
つ
子
な
ど
多

悪
質
化
す
る
い
じ
め
問
題

早
期
発
見
・
早
期
対
応
が
重
要

老
朽
化
が
進
む
学
校
施
設

市
民
が
安
全
・
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

市
政
ク
ラ
ブ
　
匂
坂
　
祐
二
　
議
員
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○
●
●
●
●
○

●
●
●
●
○
●
●
●
●
○

●
●
●
●
○
●
●
●
●
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市
政
運
営
に
危
機
感
！　

防
災
・

ま
ち
魅
力
・
市
民
活
動
に
お
い
て

真
・
無
所
属
の
会
　
松
本
　
寛
　
議
員

徹
底
討
論
・
広
域
災
害
へ

市
の
姿
勢
を
問
う

問　

30
年
度
決
算
で
は
こ
の

17
年
間
で
最
高
の
財
政
的
余

裕
度
が
示
さ
れ
財
政
面
で
健

全
度
は
回
復
し
た
。
一
方
で

①
二
度
の
記
録
的
台
風
で
復

旧
費
用
６
０
０
０
万
円
超
。

２
年
前
の
財
政
危
機
か
ら
学

び
改
善
す
べ
き
は
、
い
か
な

る
財
政
状
況
に
お
い
て
も
災

害
対
策
財
源
は
死
守
す
る
市

の
姿
勢
だ
。
災
害
対
策
基
金

を
設
立
す
べ
き
だ
②
池
子
接

収
地
全
域
と
池
子
川
の
治
水

を
司
る
調
整
池
の
容
量
に
不

安
が
あ
る
。
異
常
気
象
や
追

加
建
設
を
鑑
み
今
だ
安
全
と

い
え
る
か
国
に
照
会
す
べ
き

だ
③
３
年
前
か
ら

崩
落
し
続
け
る
新

宿
４
丁
目
乱
開
発

現
場
に
対
し
市
長

と
県
、
事
業
者
の

三
者
会
談
が
台
風

対
応
で
延
期
さ
れ

再
開
は
未
定
と
聞

く
。
未
対
応
の
崩
落
現
場
を

放
置
し
台
風
対
応
に
忙
し
い

と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
！
市

は
条
例
適
用
を
急
げ
！

経
営
企
画
部
長　

①
基
金
に

し
て
は
利
用
目
的
が
限
ら
れ

て
し
ま
う
。
余
剰
財
源
少
な

い
市
と
し
て
は
十
分
な
残
高

を
常
に
維
持
す
る
方
向
で
財

政
運
営
に
努
め
た
い
。

環
境
都
市
部
長　

②
こ
の
度

の
台
風
で
下
流
の
調
整
池
は

満
杯
。
上
流
の
そ
れ
は
半
分

程
度
と
推
測
す
る
③
現
段
階

で
市
条
例
の
対
応
は
な
い
。

蘆
花
記
念
公
園
の
行
方
・

魅
力
の
創
再
生
へ

問　

同
公
園
内
の
郷
土
資
料

館
廃
止
の
方
針
が
出
さ
れ

た
。
し
か
し
人
口
減
少
を
抑

え
る
ま
ち
の
魅
力
化
は
不
可

避
だ
。
同
公
園
含
む
海
浜
エ

リ
ア
の
再
生
と
収
益
施
設
化

に
つ
い
て
、
市
長
の
諮
問
機

関
等
で
検
討
し
な
い
の
か
。

環
境
都
市
部
長　

郷
土
資
料

館
の
建
物
は
民
間
資
源
に
よ

り
利
活
用
を
模
索
し
公
園
全

体
の
魅
力
化
へ
つ
な
げ
た
い
。

エ
コ
広
場
・
署
名
活
動
や

集
会
は
「
テ
ロ
」
か

問　

協
働
事
業
で
こ
れ
程
市

民
の
信
頼
、
信
用
を
失
っ
た

事
例
は
あ
っ
た
ろ
う
か
。
存

続
へ
の
署
名
３
５
０
０
筆
超
、

１
０
０
人
超
の
集
会
と
提
言

書
に
至
り
こ
れ
を
「
数
に
よ

る
テ
ロ
だ
」
と
非
難
し
た
指

定
管
理
者
が
あ
る
と
聞
く
。

市
に
意
見
す
る
者
を
市
は
テ

ロ
リ
ス
ト
だ
と
の
認
識
か
。

市
民
協
働
部
長　

そ
の
よ
う

な
発
言
は
な
い
と
聞
く
が
、

市
と
し
て
も
そ
の
よ
う
な
認

識
は
一
切
持
っ
て
い
な
い
。

一
つ
と
言
わ
れ

じ
ん
ま
し
ん
な

ど
が
出
る
病
気

で
あ
る
。
特
に
、

給
食
の
白
衣
は

給
食
当
番
の
終

了
後
自
宅
で
洗

濯
し
て
、
次
の

当
番
に
渡
す
の

が
一
般
的
で
あ
る
が
、
苦
手

な
柔
軟
剤
の
に
お
い
を
嗅
ぐ

要
因
に
な
る
。
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
く
の
か
。

教
育
長　

本
市
で
は
給
食
の

白
衣
の
香
り
に
つ
い
て
の
健

康
被
害
が
あ
っ
た
と
い
う
実

例
は
出
て
い
な
い
が
、
各
家

庭
で
は
、
給
食
の
白
衣
で
あ

る
こ
と
を
意
識
し
て
洗
濯
し

て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。
給

食
だ
よ
り
等
に
無
香
料
の
柔

軟
剤
を
使
用
す
る
よ
う
依
頼

す
る
な
ど
、
過
度
の
負
担
に

な
ら
な
い
よ
う
検
討
す
る
。

※
こ
の
他
に
、
財
政
、
米
海

軍
基
地
に
つ
い
て
の
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

で
生
活
で
き
な
い
人
が
施
設

に
入
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、

公
的
責
任
の
後
退
に
つ
な
が

る
が
、
成
果
目
標
を
次
期
障

が
い
福
祉
計
画
に
盛
り
込
む

の
か
。

福
祉
部
長　

今
後
示
さ
れ
る

国
の
指
針
及
び
県
の
留
意
点

を
踏
ま
え
、
地
域
の
実
情
を

把
握
し
、
改
め
て
課
題
や
数

値
目
標
を
掲
げ
て
策
定
に
取

り
組
む
予
定
で
あ
る
。

学
校
給
食
白
衣
の
洗
濯
に

香
料
柔
軟
剤
は
不
要

問　

こ
の
数
年
に
お
い
が
原

因
と
な
っ
て
い
る
健
康
被
害

報
告
が
あ
り
、
強
い
香
り
は
、

化
学
物
質
過
敏
症
の
原
因
の

市
民
負
担
が
₂₀
年
後
に

倍
増
。
公
の
施
設
整
備

問　

少
子
高
齢
化
が
確
実
に

進
む
中
で
、
公
共
施
設
と
そ

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て

は
、
財
源
不
足
が
想
像
さ
れ

る
。
施
設
の
統
廃
合
と
拠
点

集
約
を
図
り
、
財
源
と
な
る

財
政
調
整
基
金
を
計
画
的
に

積
み
立
て
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

経
営
企
画
部
長　

施
設
の
統

廃
合
に
つ
い
て
は
、
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
で
縮
小

の
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
も
市
営

住
宅
等
に
つ
い
て
進
め
て
き

た
。
公
共
施
設
整
備
の
財
源

に
つ
い
て
は
、
財
政
調
整
基

金
を
積
み
な
が
ら
効
果
的
な

方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

障
が
い
福
祉
計
画
に
親

亡
き
後
の
課
題
解
決
を

問　

現
行
の
国
の
基
本
方
針

で
は
、
施
設
入
所
者
の
削
減

を
指
針
と
し
て
い
る
。
何
ら

か
の
理
由
が
あ
っ
て
家
庭
等

公
共
施
設
・
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

約
千
百
億
円
。
長
期
的
な
財
政
計
画
を

無
会
派
　
根
本
　
祥
子
　
議
員

外
見
か
ら
分
か
ら
な
く
て
も
援
助
・

配
慮
が
必
要
「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」

満
杯
の
接
収
地
調
整
池
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
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は
、
自
殺
す
る
児
童
・
生
徒

を
生
み
、
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
前
年
度
の
文
部
科

学
省
の
調
査
で
、
い
じ
め
認

知
は
52
万
件
、
重
大
事
態
は

６
０
２
件
で
あ
る
が
、
本
市

で
は
重
大
事
態
の
疑
い
が
あ

る
と
申
し
立
て
が
あ
っ
た
場

合
、
報
告
、
調
査
な
ど
に
あ

た
る
た
め
、
調
査
委
員
会
を

常
設
す
る
こ
と
を
考
え
て
い

る
の
か
。

教
育
長　

本
市
で
は
、
重
大

事
態
に
な
る
よ
う
な
案
件
は

な
い
が
、
重
大
事
態
と
認
め

ら
れ
、
教
育
委
員
会
が
調
査

を
行
う
と
判
断
し
た
場
合
、

調
査
委
員
会
を
設
置
し
対
応

す
る
。

※
こ
の
他
に
、
高
齢
者
セ
ン

タ
ー
の
老
朽
化
と
今
後
の
方

針
、
改
正
虐
待
防
止
法
の
対

応
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制

度
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

普
及
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス

テ
ム
の
不
具
合
に
つ
い
て
の

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
公
開

の
同
意
が
得
ら
れ
な
か
っ
た

た
め
と
思
わ
れ
る
。

ご
み
処
理
広
域
化
計
画

市
民
の
理
解
が
前
提
で

問　

ご
み
処
理
広
域
化
計
画

案
に
つ
い
て
は
、
説
明
会
を

実
施
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、

市
民
に
と
っ
て
こ
の
計
画
案

の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

は
ど
う
な
の
か
。

市
長　

メ
リ
ッ
ト
は
、
既
存

施
設
を
有
効
利
用
し
、
ご
み

処
理
を
集
約
化
す
る
こ
と
に

よ
り
、
環
境
負
荷
の
低
減
や

処
理
経
費
の
圧
縮
、
縮
減
等

が
考
え
ら
れ
る
。
デ
メ
リ
ッ

ト
は
、
鎌
倉
市
の
ご
み
搬
入

に
伴
う
交
通
量
の
増
加
問
題

等
が
あ
る
。
ま
た
、
自
治
体

事
務
と
し
て
の
安
定
的
な
処

理
が
継
続
で
き
る
か
と
い
う

こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

い
じ
め
重
大
事
態
件
数

対
策
会
議
に
第
三
者
を

問　

学
校
の
い
じ
め
問
題

前
回
は
公
開
さ
れ
た
も
の

非
公
開
の
理
由
分
か
ら
ず

問　

米
軍
と
の
共
同
使
用
の

覚
書
等
が
新
た
に
締
結
さ
れ

た
が
、
文
書
公
開
さ
れ
な
い

理
由
は
逗
子
市
の
方
針
で
は

な
く
、
あ
く
ま
で
も
国
と
米

軍
の
意
向
、
理
解
が
得
ら
れ

な
い
こ
と
か
ら
で
あ
る
と
捉

え
て
よ
い
の
か
、
改
め
て
伺

う
。

市
長　

こ
の
文
書
に
つ
い
て

は
、
日
米
両
国
の
合
意
な
く

公
開
す
る
こ
と
は
、
両
国
の

信
頼
関
係
を
著
し
く
損
ね
る

財
政
危
機
か
ら
脱
し
て
い
な
い
！

膨
大
す
る
委
託
費
の
削
減
が
必
須
！

立
憲
ク
ラ
ブ
　
加
藤
　
秀
子
　
議
員

町
内
会
へ
の
加
入
率
が
低
下

す
る
中
、
本
市
は
7₄
・
７
％

と
現
状
を
維
持
し
て
い
る
。

今
後
、
転
入
手
続
き
の
際
に

自
治
会
等
の
連
絡
先
や
防
災

情
報
を
提
供
す
る
な
ど
、
加

入
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

災
害
発
生
直
後
有
用
な

液
体
ミ
ル
ク
、
備
蓄
品
に

問　

災
害
の
際
の
避
難
所
生

活
で
は
、
お
湯
を
沸
か
さ
な

く
て
も
使
え
る
液
体
ミ
ル
ク

が
喜
ば
れ
る
が
、
乳
幼
児
の

必
需
品
と
し
て
備
蓄
す
る
考

え
は
あ
る
の
か
。

市
長　

来
年
度
に
は
各
避
難

所
で
備
蓄
で
き
る
よ
う
、
準

備
を
し
て
い
る
。
液
体
ミ
ル

ク
は
保
存
期
間
が
１
年
と
短

く
、
ま
ず
必
要
最
低
限
の
備

蓄
を
行
い
、
大
規
模
災
害
時

に
は
、
民
間
業
者
か
ら
の
提

供
に
よ
り
対
応
し
て
い
く
。

※
こ
の
他
に
、
学
校
教
育
、

公
共
交
通
に
つ
い
て
の
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

な
ど
を
使
用
す
る
際
の
マ
ナ

ー
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲

載
し
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

環
境
都
市
部
長　

マ
イ
ク
ロ

ビ
ー
ズ
は
細
か
い
ゆ
え
に
排

水
処
理
施
設
で
除
去
で
き

ず
、
海
に
流
失
、
ポ
リ
塩
化

ビ
フ
ェ
ニ
ー
ル
な
ど
有
害
な

化
学
物
質
を
吸
着
し
環
境
に

様
々
な
影
響
を
与
え
る
も
の

だ
が
、
国
に
対
策
が
求
め
ら

れ
て
い
る
問
題
で
あ
る
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

自
主
防
災
を
進
め
よ
う

問　

先
日
の
台
風
の
と
き

に
、
私
の
地
元
の
自
治
会
の

方
が
避
難
行
動
要
支
援
者
の

た
め
、
一
軒
ず
つ
家
を
歩
い

た
。
防
災
以
外
に
も
、
自
治

会
・
町
内
会
は
、
防
犯
、
環

境
衛
生
、
交
通
安
全
、
親
睦

な
ど
活
発
な
活
動
を
行
っ
て

い
る
が
、
新
規
加
入
者
が
増

え
な
い
な
ど
問
題
が
あ
り
、

自
治
会
等
へ
の
加
入
支
援
を

行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

全
国
的
に
自
治
会
・

香
り
で
悩
む
化
学
物
質

過
敏
症
に
理
解
を
！

問　

香
害
は
、
製
品
に
有
害

な
化
学
物
質
が
含
ま
れ
て
い

る
た
め
、
頭
痛
、
め
ま
い
、

吐
き
気
な
ど
、
全
身
の
不
調

を
引
き
起
こ
す
深
刻
な
公
害

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
本
市
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。
ま
た
、
マ
イ
ク

ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
一
種
で

あ
る
マ
イ
ク
ロ
ビ
ー
ズ
が
海

に
流
出
し
被
害
を
与
え
て
い

る
こ
と
を
把
握
し
て
い
る
か
。

市
長　

香
り
つ
き
の
柔
軟
剤

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
!!

マ
イ
ク
ロ
ビ
ー
ズ
も
環
境
害
す
る

公
明
党
　
田
幡
　
智
子
　
議
員

池
子
の
森
自
然
公
園
の
共
同
使
用

覚
書
と
指
針
の
改
定
、
公
開
せ
ず

日
本
共
産
党
逗
子
市
議
会
議
員
団
　
岩
室
　
年
治
　
議
員

見
え
な
い
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
も
あ
る

共
同
使
用
の
4
0
0
メ
ー
ト
ル

ト
ラ
ッ
ク
兼
防
災
調
整
池
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て
こ
の
時
点
で
は
、
警
報
等

の
発
表
は
な
か
っ
た
が
、
12

日
の
午
前
10
時
に
は
自
主
避

難
所
を
開
設
す
る
と
い
う
決

定
を
行
っ
た
。

高
齢
化
の
進
む
逗
子
な
ら

で
は
の
減
災
対
策
を

問　

災
害
時
に
ま
ず
対
応
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

災
害
弱
者
で
あ
る
。
今
回
の

台
風
19
号
で
災
害
時
避
難
行

動
要
支
援
者
に
対
し
て
、
市

は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
た

の
か
。

市
長　

福
祉
部
の
担
当
所
管

に
よ
り
、
対
象
者
へ
の
安
否

確
認
、
避
難
勧
告
に
対
す
る

避
難
の
確
認
を
行
っ
た
。
全

地
域
に
は
確
認
は
取
っ
て
い

な
い
が
、
避
難
行
動
要
支
援

者
支
援
計
画
に
よ
っ
て
、
地

域
に
よ
っ
て
は
名
簿
に
よ
り

安
否
確
認
、
声
掛
け
を
行
っ

た
。

福
祉
部
長　

高
齢
者
の
方
に

対
す
る
対
応
に
つ
い
て
は
、

21
軒
に
対
し
て
行
っ
た
。

ら
20
年
以
上
経
過
し
て
い
る

た
め
、
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
は
、
食
べ
残
し
が
出
な

い
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る

店
、
議
員
提
案
の
マ
イ
ボ
ト

ル
へ
の
給
水
の
店
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
。
環
境
問
題
は
い

か
に
し
て
意
識
を
高
め
て
い

く
か
が
重
要
な
こ
と
で
あ

り
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

減
災
対
策
は
適
正
な

想
定
か
ら

問　

減
災
は
、
事
前
に
準
備

を
し
、
対
策
を
講
じ
る
こ
と

に
よ
り
、
被
害
を
少
な
く
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
今

回
は
、
い
つ
ど
の
よ
う
な
想

定
を
し
て
、
台
風
19
号
に
備

え
た
の
か
。

市
長　

台
風
15
号
の
状
況
を

踏
ま
え
た
上
で
、
気
象
庁
等

の
情
報
を
も
と
に
、
10
月
10
日

の
午
後
に
台
風
対
策
方
針
の

打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
11
日

の
午
後
に
臨
時
部
長
会
を
開

催
し
、
第
一
次
体
制
の
確
認

を
こ
こ
で
決
定
し
た
。
併
せ

環
境
に
配
慮
し
た

新
た
な
取
り
組
み
を

問　

本
市
で
は
、
行
政
と
市

民
と
協
働
で
、
様
々
な
取
り

組
み
を
し
て
い
る
。
市
内
に

は
、
ご
み
減
量
化
・
資
源
化

協
力
店
と
い
う
制
度
が
あ
る

が
、
環
境
問
題
へ
の
取
り
組

み
は
日
々
進
歩
し
て
い
る
中
、

例
え
ば
市
内
の
飲
食
店
で
の

マ
イ
ボ
ト
ル
へ
の
給
水
所
登

録
な
ど
、
新
た
な
対
応
が
必

要
で
は
な
い
か
。

市
長　

ご
み
減
量
化
・
資
源

化
協
力
店
制
度
は
、
開
始
か

職
員
の
知
り
合
い
に
声
を
か

け
る
な
ど
し
て
い
る
が
、
慢

性
的
な
人
材
不
足
の
た
め
配

置
が
で
き
な
い
。
今
後
、
助

教
諭
免
許
制
度
も
視
野
に
入

れ
、
対
応
し
て
い
く
。

ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
で

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整
備

問　

小
坪
地
区
で
は
住
民
自

ら
が
ス
ポ
ン
サ
ー
を
見
つ

け
、
ネ
ッ
ト
ボ
ッ
ク
ス
を
設

置
し
た
。
本
市
で
も
ネ
ッ
ト

ボ
ッ
ク
ス
の
新
規
設
置
や
更

新
時
に
ス
ポ
ン
サ
ー
を
募
っ

て
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

地
域
で
の
新
た
な
取

り
組
み
と
し
て
の
参
考
事
例

に
な
る
か
詳
細
を
把
握
し
、

更
に
他
地
域
で
の
ニ
ー
ズ
や

他
自
治
体
の
取
組
状
況
等
を

参
考
に
検
討
し
た
い
。

※
こ
の
他
に
歩
行
者
と
自
転

車
の
ま
ち
、
ふ
る
さ
と
納
税
、

防
災
対
策
、
小
坪
海
浜
地
区
、

２
０
２
５
年
問
題
に
つ
い
て

の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

教
育
部
長　

幼
稚
園
、
保
育

園
に
お
い
て
、
園
児
の
健
全

な
発
育
・
発
達
の
た
め
、
各

園
様
々
な
工
夫
を
し
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
。

深
刻
化
す
る
前
に
教
職

員
不
足
の
早
期
解
消
を

問　

全
国
の
多
く
の
自
治
体

で
教
員
不
足
が
明
ら
か
に
な

る
中
、
本
市
の
公
立
小
中
学

校
で
も
教
職
員
の
人
員
配
置

に
不
足
が
生
じ
て
い
る
。

各
校
の
現
状
と
対
応
、
更
に

３
年
間
に
限
り
持
っ
て
い
る

免
許
の
範
囲
を
超
え
て
指
導

で
き
る
、
助
教
諭
免
許
制
度

の
利
用
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　

現
在
、

市
内
８
校
で
療
養

休
暇
、
育
児
休
暇

等
の
代
替
教
員
が

６
名
配
置
で
き
て

い
な
い
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
周

知
、
大
学
へ
の
求

人
票
の
送
付
、
教

幼
児
期
の
発
達
に
合
わ

せ
た
運
動
の
提
供
を

問　

幼
児
期
の
運
動
は
、
将

来
の
運
動
習
慣
や
学
力
に
大

き
な
影
響
が
あ
り
、
子
ど
も

達
に
適
切
な
運
動
の
機
会
を

与
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
ス
キ
ャ
モ
ン
の
発
育
曲

線
に
よ
る
と
、
５
歳
頃
ま
で

に
神
経
系
全
体
の
80
％
が
出

来
上
が
る
と
さ
れ
て
い
る
。

本
市
で
は
、
ど
の
よ
う
な
施

策
を
実
施
し
て
い
る
の
か
。

市
民
協
働
部
長　

現
在
、
体

育
協
会
の
自
主
事
業
と
し

て
、
未
就
学
児
を
対
象
に
跳

び
箱
、
体
操
、
ダ
ン
ス
な
ど

の
教
室
を
行
っ
て
い
る
。

教
育
環
境
の
整
備
は
喫
緊
の
課
題

子
ど
も
達
に
残
せ
る
の
は
教
育

新
政
逗
子
　
丸
山
　
治
章
　
議
員

地
球
の
温
暖
化
を
止
め
る
の
は

市
民
の
小
さ
な
取
り
組
み
か
ら

真
・
無
所
属
の
会
　
飯
山
　
圭
一
　
議
員

マ
イ
ボ
ト
ル
で

環
境
負
荷
の
低
減

脳
な
ど
の
神
経
系
は
6
歳
ま
で
に

9
割
、
5
歳
ま
で
に
8
割
成
長

2
0
歳
時
の
臓
器
を
1
0
0
％
と
し
た
発
育
増
加
率
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教
育
部
長　

文
化
財
の
新
た

な
展
示
場
所
、
方
法
に
つ
い

て
は
、
池
子
遺
跡
群
資
料
館

等
を
考
え
て
い
る
。
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

展
示
可
能
な
状
況
が
整
え
ば

検
討
す
る
。

産
後
ケ
ア
を
拡
充
し

利
用
し
や
す
い
制
度
に

問　

産
後
ケ
ア
事
業
は
、
市

民
が
安
心
し
て
子
育
て
で
き

る
よ
う
に
制
度
の
充
実
が
必

要
で
あ
る
。
必
要
な
支
援
が

利
用
し
や
す
い
制
度
と
な
る

よ
う
、
利
用
料
の
軽
減
や
認

定
基
準
の
見
直
し
な
ど
を
図

る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、

い
か
が
か
。

市
長　

こ
の
事
業
は
、
本
年

度
４
月
か
ら
開
始
し
て
い
る

も
の
で
あ
り
、
利
用
状
況
等

を
検
証
し
判
断
し
て
い
く
。

※
こ
の
他
に
、
総
合
的
病
院
、

田
越
川
の
護
岸
整
備
、
山
の

根
踏
切
り
に
つ
い
て
の
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

は
公
園
施
設
と
し
て
、
有
効

活
用
を
考
え
て
い
る
よ
う
だ

が
、
館
内
に
所
蔵
し
て
い
る

文
化
財
等
を
多
く
の
市
民
に

見
て
も
ら
う
た
め
の
施
設
と

し
て
、
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

郷
土
資
料
館
に
つ
い

て
は
、
文
化
財
展
示
公
開
施

設
と
し
て
の
利
用
廃
止
を
予

定
し
て
い
る
。
そ
の
後
は
、

建
物
を
利
用
し
た
民
間
事
業

者
に
よ
り
事
業
展
開
し
、
公

園
施
設
と
し
て
有
効
利
用
を

検
討
し
て
い
く
。

国
の
補
助
を
活
用
し

体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
を

問　

災
害
対
策
と
し
て
、
夏

季
の
熱
中
症
対
策
、
冬
季
の

寒
さ
対
策
を
考
え
て
も
体
育

館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
が
必

要
で
あ
る
。
災
害
時
に
は
、

指
定
避
難
所
と
な
る
学
校
体

育
館
の
環
境
整
備
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国

は
交
付
税
措
置
で
支
援
す
る

と
し
て
い
る
。
こ
の
制
度
を

活
用
し
て
取
り
組
む
考
え
は

な
い
の
か
。

市
長　

避
難
所
生
活
の
観
点

を
考
え
る
と
、
エ
ア
コ
ン
の

設
置
は
さ
れ
る
べ
き
だ
。
し

か
し
、
現
在
の
財
政
状
況
、

そ
の
他
、
様
々
な
市
事
業
の

優
先
度
を
考
慮
し
た
場
合
、

厳
し
い
状
況
で
あ
る
た
め
、

引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

交
流
セ
ン
タ
ー
二
階
を

郷
土
資
料
の
展
示
場
に

問　

郷
土
資
料
館
に
つ
い
て

は
、
資
料
館
と
し
て
の
役
割

は
終
了
し
た
と
し
て
、
今
後

大
規
模
災
害
へ
の
対
策
の
強
化

避
難
所
の
環
境
整
備
を
図
る
べ
き

日
本
共
産
党
逗
子
市
議
会
議
員
団
　
橋
爪
　
明
子
　
議
員

に
負
担
を
強
い
た
こ
と
は
事

実
で
あ
る
。
来
年
度
以
降
は

現
在
行
わ
れ
て
い
る
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

を
待
っ
て
判
断
す
る
。

教
職
員
の
定
数
割
れ

子
ど
も
達
に
深
刻
な
影
響

問　

教
職
員
の
定
数
不
足
対

策
に
つ
い
て
は
事
務
方
で
あ

る
教
育
委
員
会
で
早
急
に
改

善
す
べ
き
で
あ
る
。
特
に
子

ど
も
達
や
保
護
者
の
不
安
を

解
消
す
る
た
め
、
ど
の
よ
う

な
対
策
を
行
う
の
か
。

教
育
長　

様
々
な
手
段
で
補

充
し
て
い
る
が
、
臨
時
職
員

を
含
め
、
な
か
な
か
適
材
の

方
が
み
つ
か
ら
な
い
。
年
度

途
中
で
の
採
用
は
難
し
い

が
、
保
護
者
、
地
域
に
も
協

力
を
お
願
い
し
な
が
ら
、
引

き
続
き
募
集
し
て
い
く
。

※
こ
の
他
に
、
山
の
根
踏

切
、
動
物
愛
護
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

生
化
は
今
年
度
で
10
年
目
を

迎
え
た
。
毎
年
、
６
月
に
補

植
し
て
か
ら
11
月
初
旬
ま
で

の
う
ち
、
養
生
期
間
の
た
め

約
２
か
月
間
、
校
庭
を
使
用

で
き
な
い
。
年
々
、
芝
生
化

中
止
を
求
め
る
声
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
10
年

間
の
評
価
と
来
年
度
以
降
の

方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

校
庭
砂
の
飛
散
防

止
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現

象
の
軽
減
な
ど
の
効
果
が
あ

る
反
面
、
芝
の
養
生
期
間
は

校
庭
が
使
え
ず
、
子
ど
も
達

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の

免
許
自
主
返
納
支
援
を

問　

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ

る
交
通
事
故
が
相
次
ぐ
中
、

運
転
免
許
証
を
返
納
す
る
高

齢
者
が
増
え
て
い
る
一
方
、

免
許
証
返
納
に
踏
み
切
れ
な

い
高
齢
者
も
多
い
。
本
市
の

財
政
状
況
か
ら
、
ふ
れ
あ
い

パ
ス
な
ど
、
他
の
自
治
体
が

行
う
よ
う
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
を
設
け
て
自
主
返
納
を
支

援
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思

う
が
、
市
内
の
協
力
店
舗
を

募
っ
て
み
て
は
ど
う
か
。

環
境
都
市
部
長　

警
察
が
事

務
局
で
あ
る
、
神
奈
川
県
高

齢
者
運
転
免
許
自
主
返
納
サ

ポ
ー
ト
協
議
会
に
加
盟
す
る

市
内
の
協
力
店
は
少
な
い
の

で
、
今
後
、
神
奈
川
県
警
察

と
相
談
を
し
な
が
ら
、
市
内

企
業
へ
の
周
知
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

₁₀
年
間
の
結
果
が
問
わ

れ
る
校
庭
の
芝
生
化

問　

久
木
小
学
校
校
庭
の
芝

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
逗
子

「
脱
・
ク
ル
マ
社
会
」
を
目
指
し
て

公
明
党
　
田
中
　
英
一
郎
　
議
員

久
小
・
今
年
の
芝
生
の
状
況

文
化
財
を
多
く
の
市
民
に

（
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
二
階
）
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一
般
質
問
の
要
旨

葵
会
・
総
合
病
院

令
和
5
年
3
月
開
設
を

問　

10
月
に
開
催
さ
れ
た
三

浦
半
島
地
区
保
健
医
療
福
祉

推
進
会
議
で
、
基
準
病
床
数

見
直
し
の
検
討
が
行
わ
れ
、

２
月
上
旬
ま
で
に
令
和
２
年

度
の
基
準
病
床
数
が
決
定
す

る
。
１
２
３
床
の
上
積
み
が

な
け
れ
ば
、
令
和
５
年
３
月

の
葵
会
に
よ
る
総
合
病
院
の

開
設
が
困
難
に
な
る
。
現
在

の
状
況
及
び
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

推
進
会
議
後
、
逗
葉

医
師
会
会
長
及
び
副
会
長
と

病
院
誘
致
を
含
め
た
、
地
域

医
療
に
関
す
る
意
見
交
換
な

ど
を
行
っ
た
。
今
後
、
基
準

病
床
数
見
直
し
の
検
討
状
況

を
踏
ま
え
、
公
募
条
件
に
沿

っ
た
、
市
民
が
望
む
病
院
の

実
現
に
努
め
て
い
く
。

※
こ
の
他
に
、
学
校
施
設
、

田
越
川
護
岸
工
事
、
ご
み
処

理
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

ず
、
開
催
は
非
常
に
厳
し
い

も
の
と
考
え
て
い
る
。

犬
猫
・
ペ
ッ
ト
同
伴
の

避
難
所
の
設
置
を
！

問　

災
害
時
に
、
犬
、
猫
等

の
ペ
ッ
ト
同
伴
で
避
難
し
た

場
合
、
ペ
ッ
ト
は
避
難
者
自

身
が
用
意
し
た
ゲ
ー
ジ
に
入

れ
屋
外
の
雨
が
当
た
ら
な
い

場
所
に
避
難
す
る
が
、
一
緒

に
避
難
し
た
い
と
考
え
る
の

は
当
然
で
、
飼
い
主
と
ペ
ッ

ト
が
同
じ
部
屋
に
い
ら
れ
る

避
難
所
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　

避
難
所
で
の
ペ
ッ
ト

は
、
一
般
の
方
が
避
難
す
る

部
屋
に
は
一
緒
に
い
ら
れ

ず
、
ゲ
ー
ジ
に
入
れ
、
玄
関

付
近
の
ロ
ビ
ー

等
に
避
難
す

る
。
ペ
ッ
ト
の

同
伴
に
つ
い
て

は
、
い
ろ
い
ろ

状
況
を
考
え
な

が
ら
進
め
て
い

く
。

花
火
大
会
に
歓
喜
！

今
年
の
開
催
は
？

問　

令
和
元
年
の
逗
子
海
岸

花
火
大
会
は
無
事
開
催
さ

れ
、
９
万
５
千
人
も
の
来
場

者
が
あ
り
、
逗
子
市
民
が
誇

れ
る
花
火
大
会
で
あ
っ
た
。

今
大
会
の
評
価
と
次
回
の
取

組
状
況
は
ど
う
か
。

市
長　

今
回
は
開
催
資
金
が

不
足
し
、
実
行
委
員
会
、
市

民
の
方
々
か
ら
の
ご
支
援
、

ご
協
力
に
感
謝
し
て
い
る
。

一
部
の
ご
批
判
は
あ
る
が
、

多
く
の
方
々
に
喜
ん
で
い
た

だ
い
た
。
令
和
２
年
の
花
火

大
会
は
、
江
の
島
の
セ
ー
リ

ン
グ
競
技
の
関
係
で
、
葉
山

港
が
10
月
ま
で
利
用
で
き

逗
子
海
岸
花
火
大
会
は
大
成
功
！

Ｏ
Ｎ
Ｅ　

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
で
開
催
を
！

新
政
逗
子
　
菊
池
　
俊
一
　
議
員

お
い
て
、
市
の
戦
略
と
し
て

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦

略
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

本
市
の
強
み
で
あ
る
、
海
や

山
を
感
じ
る
丁
寧
な
暮
ら
し

は
、
市
の
魅
力
を
発
信
し
て

い
く
上
で
力
に
な
っ
て
い
く

と
確
信
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
様
々
な
施
策
の
研

究
が
必
要
だ
と
思
う
が
、
実

施
に
つ
い
て
伺
う
。

経
営
企
画
部
長　

都
心
に
通

え
る
距
離
で
あ
り
な
が
ら
、

海
山
を
中
心
と
し
た
自
然
と

距
離
が
近
い
と
い
う
強
み
を

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
し
て
発

信
し
て
い
く
と
い
う
中
で
は
、

穏
や
か
で
丁
寧
な
暮
ら
し
の

イ
メ
ー
ジ
に
な
っ
て
い
る
。

本
市
の
代
表
例
は
、
地
産
地

消
や
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品

の
よ
う
に
、
環
境
負
荷
に
配

慮
し
た
市
民
の
行
動
で
あ
り
、

様
々
検
討
し
て
い
く
。

※
こ
の
他
に
、
ご
み
収
集
に

つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。

状
況
を
把
握
す
る
。
例
え
ば
、

時
間
帯
は
放
課
後
で
、
特
定

の
先
生
が
安
心
で
あ
る
と

か
、
仲
の
い
い
友
達
と
一
緒

に
学
習
を
受
け
る
場
合
も
あ

る
。
な
お
、
中
継
配
信
に
つ

い
て
は
難
し
い
が
、
現
状
で

の
可
能
性
は
、
授
業
の
様
子

が
わ
か
る
手
法
は
、
一
部
実

現
可
能
で
あ
る
。

不
用
品
交
換
は
不
用
？

エ
コ
広
場
ず
し
存
続
を

問　

エ
コ
広
場
ず
し
の
存
続

を
希
望
す
る
多
く
の
署
名
が

提
出
さ
れ
た
が
、
な
ぜ
事
業

終
了
と
し
た
の
か
。

市
長　

協
働
事
業
で
あ
り
、

事
業
期
間
は
原
則
３
年
と
い

う
こ
と
で
実
施
し
た
。
公
共

施
設
を
特
定
の
事
業
活
動
の

た
め
に
、
恒
久
的
に
施
設
を

使
用
す
る
こ
と
は
望
ま
し
く

な
い
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

逗
子
ら
し
さ
を
強
化
！

誰
も
が
憧
れ
る
逗
子
に

問　

高
齢
化
が
進
む
本
市
に

子
ど
も
の
学
ぶ
権
利

守
る
た
め
多
様
な
方
策
を

問　

学
校
内
の
人
間
関
係
が

原
因
で
、
学
習
意
欲
が
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
長
期
欠

席
し
て
い
て
登
校
が
か
な
わ

な
い
と
い
う
状
況
の
児
童
・

生
徒
へ
の
学
習
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
は
必
須
で
あ
る
。
例

え
ば
、
授
業
を
中
継
配
信
す

る
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
ど

う
な
の
か
。

教
育
長　

既
に
何
か
の
理
由

で
欠
席
し
て
い
る
場
合
は
、

学
習
面
で
は
参
加
が
可
能
な

市
民
の
丁
寧
な
暮
ら
し
を
守
る

そ
れ
は
逗
子
の
力
と
な
っ
て
い
く

立
憲
ク
ラ
ブ
　
中
西
　
直
美
　
議
員

多
く
の
利
用
者
が
あ
る

「
エ
コ
広
場
ず
し
」

第
62
回
逗
子
海
岸
花
火
大
会
（
令
和
元
年
）
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一
般
質
問
の
要
旨

ト
、
企
業
シ
ス
テ
ム
な
ど
、

関
係
所
管
と
調
整
し
て
い
る
。

テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
整
備
し

企
業
誘
致
促
進
へ
！

問　

働
き
方
改
革
に
伴
い
、

企
業
に
お
い
て
テ
レ
ワ
ー
ク

導
入
へ
の
動
き
が
あ
る
。

様
々
な
業
務
フ
ロ
ー
や
環
境

整
備
等
行
う
こ
と
は
あ
る

が
、
そ
の
受
け
皿
と
し
て
本

市
は
大
変
適
し
て
い
る
と
思

う
。
企
業
と
一
緒
に
取
り
組

ん
で
い
く
考
え
は
な
い
か
。

経
営
企
画
部
長　

プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
・
ズ
シ
・
ビ
ズ
の

中
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
仕

事
と
休
暇
を
組
み
合
わ
せ
た

造
語
）
を
テ
ー
マ
に
取
り
組

む
動
き
が
あ
る
。
こ
れ
は
テ

レ
ワ
ー
ク
を
ベ
ー
ス
と
し
た

も
の
で
、
本
市
と
し
て
も
支

援
を
し
て
い
き
た
い
。

※
こ
の
他
に
、
市
政
一
年
を

振
り
返
っ
て
、
総
合
計
画
に

つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。

し
て
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
開

設
ま
で
の
拡
大
は
行
わ
な
か

っ
た
。
今
後
、
自
主
避
難
所

の
配
置
等
の
見
直
し
を
行

い
、
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
の

自
主
運
営
の
手
法
に
つ
い
て

も
考
え
て
い
き
た
い
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
1
人
1
台

配
布
に
向
け
た
教
育
を
！

問　

国
か
ら
小
中
学
校
で
１

人
１
台
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の

無
償
配
布
、
高
速
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
環
境
の
実
現
な
ど
の
方

針
が
示
さ
れ
、
本
市
に
お
い

て
も
整
備
を
進
め
て
い
る
よ

う
だ
が
、
ハ
ー
ド
面
の
導
入

だ
け
で
な
く
、
や
は
り
ソ
フ

ト
面
が
充
実
し
な
け
れ
ば
、

Ⅰ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
望
ま
し

い
教
育
は
実
現
で
き
な
い
と

思
う
が
ど
う
か
。

教
育
長　

ハ
ー
ド
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
環
境
、
ソ
フ
ト
、
教

員
の
研
修
な
ど
、
全
部
セ
ッ

ト
で
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
活
用
と
な
る
。

現
在
、
県
立
高
校
が
導
入
を

進
め
て
い
る
無
償
の
ソ
フ

地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
も

避
難
所
と
し
て
活
用
を
！

問　

今
回
の
台
風
19
号
の
際

に
、
７
０
０
名
を
超
え
る
避

難
者
が
あ
っ
た
が
、
近
隣
の

地
区
、
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー

も
開
け
て
ほ
し
い
と
い
う
要

望
が
あ
っ
た
。
行
政
の
人
員

に
限
り
が
あ
る
な
ら
ば
、
住

民
自
ら
が
避
難
所
を
運
営
す

る
方
法
も
あ
る
。
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

経
営
企
画
部
長　

地
域
活
動

セ
ン
タ
ー
は
風
水
害
避
難
所

に
指
定
し
て
お
り
、
結
果
と

風
水
害
に
対
す
る
対
策
が
急
務
!!

過
去
最
高
７
３
０
人
が
避
難
所
へ
！

立
憲
ク
ラ
ブ
　
加
藤
　
秀
子
　
議
員

今定例会で可決した意見書を関係機関に送付しました
安全・安心の医療・介護の実現のため夜勤改善と大幅増員を求める意見書

　医療や介護現場での人手不足は、いまだに深刻な状態に
ある。人手不足により一人ひとりの過重労働が進み、過酷
な夜勤や長時間労働等が解消されずに、医師や看護師の過
労死を引き起こす事態が続いている。厚生労働省も、医療
現場や介護現場の勤務環境改善の必要性を明らかにし、手
だてを講じてはいるが、具体的な労働環境の改善には至っ
ていない。
　看護師の夜勤実態調査（2017年日本医労連調査）では、
2交替勤務のうち1₆時間以上の長時間夜勤の割合は４割を
超え、勤務と勤務の間隔が極端に短い8時間未満の割合が
約５割であった。このような過酷な夜勤実態も背景に、慢
性疲労を抱えている看護師は７割を超え、健康不安の訴え
も約７割、４人に3人の看護師が仕事を辞めたいと思いな
がら働いている状態（日本医労連2017年看護職員の労働実
態調査）であり、問題の根底には慢性的な人手不足がある。
また介護現場では長時間夜勤の割合は９割に及び、小規模
施設では1人体制の夜勤が恒常的に行われている（2017年
日本医労連介護夜勤実態調査）。
　労働時間規制を含めた実効ある対策は、猶予できない喫
緊の課題である。2007年に国会で採択された請願内容（夜
間は患者10人に1人以上、昼間は患者４人に1人以上など
看護職員配置基準の抜本改善、夜勤の月8日以内の規制など）
の早期実施を行い、そのために必要な人員の確保を国の責
任で実行されることを強く求める。そして国民誰もが安心

して医療・介護を利用できるよう、保険料や一部負担金の
負担軽減が必要である。
　よって、逗子市議会は国に対して、安全・安心の医療・
介護を実現するためにも、医師、看護師及び介護職員の大
幅増員と夜勤改善を図る対策を講じられるよう、次のとお
り要望する。
1�　医師、看護師、医療技術職及び介護職などの夜勤交替
制労働における労働環境を改善すること。

（1）�　1日かつ1勤務の労働時間8時間以内を基本に、労
働時間の上限規制や勤務時間のインターバル確保、夜
勤回数の制限など、労働環境改善のための規制を設け
ること。

（2）　夜勤交替制労働者の週労働時間を短縮すること。
（3）�　介護施設や有床診療所などで行われている1人夜勤

体制をなくし、複数夜勤体制とすること
2�　安全・安心の医療・介護を実現するため、医師、看護師、
医療技術職及び介護職員を増員すること。

3　患者、利用者の負担軽減をはかること。
４�　費用削減を目的とした病床削減は行わず、地域医療に
必要な病床機能を確保すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　令和元年12月18日� 逗�子�市�議�会

台
風
15
号
に
よ
り
土
砂
崩
れ
が

発
生
し
た
小
坪
ト
ン
ネ
ル
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今定例会で可決した意見書を関係機関に送付しました

介護施設の人員配置基準の引上げを求める意見書
　超高齢化を迎える中で、介護の人材確保・離職
防止対策は喫緊の課題となっている。人材不足の
主な原因は、過酷な労働実態と社会的な役割に見
合わない低賃金である。2007年8月に改定された、
社会福祉事業に従事する者の確保を図るための措
置に関する基本的な指針では、職員配置の在り方
に係る基準等について検討を行うことを求めてい
るが、ほとんど取組が進められていない。
　実際の介護現場では、法令で定められた人員基
準を大幅に上回る配置をしているにもかかわらず、
人手不足や業務が過剰な状態が続いている。人材
確保策として、外国人介護労働者の受入れが始まっ
ているが、労働環境の改善が進まなければ、行く
行くは今と同じ状況になるであろうことは想像に
難くない。こうした現状を改善するためには、人
員配置基準の引上げは必要不可欠である。介護労
働者が働き続けられる労働環境を実現し、介護制
度の真の持続性を確保するためにも、人員配置に
係る水準を定めた基準省令の見直しが必要となる。
同時に、水準の引上げには介護報酬の引上げが欠
かせないが、それに伴う負担を自治体や被保険者
に負わせないことも重要になる。

　よって逗子市議会は国に対し、介護労働者の勤
務環境の改善を図り、介護制度の真の持続性を確
保するために、介護施設の人員配置基準の抜本的
な改善を図るよう、次の事項について要望する。
1�　介護施設の介護職員及び看護職員の人員配置
に関する基準省令について、現行の利用者3人
に対して1人以上を、実態に合わせて、利用者
2人に対して1人以上に引き上げること。
2�　夜間の人員配置の基準となっている、厚生労
働大臣が定める夜勤を行う職員の勤務条件に関
する基準を見直し、夜間勤務者の配置水準を引
き上げること。
　　また、1人夜勤は解消すること。
3�　1、2の項目を保障するため、介護報酬の引
上げを行うこと。
　�　保険料負担、自治体負担を軽減するために、
介護保険財政における国の負担割合を大幅に引
き上げること。
　
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を
提出する。
　
　令和元年12月18日� 逗 子 市 議 会

国に私学助成の拡充を求める意見書
　高校生の3割を超える生徒が私立高校に通い、
幼児教育、大学教育においてはその8割を私学教
育が担っており、私学は公教育の場として大きな
役割を果たしているが、その教育条件等の整備の
多くは保護者の学納金負担に任されている。
　就学支援金制度と奨学のための給付金により、
学費の公私間格差は一定程度是正された。更に、
私立小中学校に通う児童・生徒に対する授業料補
助制度が、国により新設された。
　しかし、私立高校の学費は就学支援金分を差し
引いても高額な負担が残る。また、各都道府県の
授業料減免制度の差により居住する場所によって
学費負担に大きな格差が出る、学費の自治体間格
差も存在している。この格差をなくしていくには
国の就学支援金制度の拡充が強く求められる。
　私立学校振興助成法が制定された際に、国の補
助率を速やかに2分の1とするよう求める附帯決
議がなされていたが、現状は3分の1程度に留まっ
ている。また、2013年の国際人権規約の無償化条

項留保撤回により、国は諸外国に対して教育の無
償化を宣言した形だが、OECD諸国の教育への公
的支出を比べてみても、日本は下位に低迷している。
　未来を担う子供たちのために教育予算を増額し、
私学に通う生徒・保護者の学費負担が軽減される
よう、私立高校生への就学支援金を拡充させる議
論が求められる。同時に、私学教育本来のよさを
一層発揮させる教育条件の維持、向上を図るために、
私立高校生への就学支援金制度と私学への経常費
助成補助の大幅拡充は当然の方向であり強く求め
られるところである。
　よって、逗子市議会は国に対し、憲法、教育基
本法、子どもの権利条約の理念に基づいて、私学
助成の一層の充実を図るよう要望する。
　
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を
提出する。

　令和元年12月18日� 逗 子 市 議 会
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今定例会で可決した意見書を関係機関に送付しました

神奈川県に私学助成の拡充を求める意見書
　神奈川県の私学は、各校が建学の精神に基づき、
豊かな教育をつくり、神奈川県の教育を支える担
い手としての役割を果たしてきた。
　2017年度、政府は私立高等学校の授業料無償化
を盛り込んだ、新しい経済政策パッケージを閣議
決定し、これに先行して、神奈川県では年収590万
円未満世帯については、国の就学支援金と神奈川
県私立高等学校等生徒学費補助金を合わせて、県
内私立高等学校の平均授業料相当額まで補助され、
授業料無償化が実現された。
　しかし、これらの補助金等があっても、私学を
希望する生徒・保護者にとっては重い学費負担が
ある。他の都道府県では施設整備費も含める等、
学費補助が拡大しており、全国で広がっている私
立高校無償化の流れに神奈川県は遅れをとっている。
また、私立小中学校に通う児童・生徒に対する授
業料補助が国によって新設されたが、私立小中学
校が多い神奈川県では、学費負担を軽減するため
には県単独の上乗せも必要である。
　更に神奈川県の私立学校への生徒1人当たり経
常費補助金は、全国最下位水準の助成額である。
このため神奈川県の私立高等学校の入学金を除く
平均学費は、関東で最も高く、全国的にも極めて
高い学費のままである。私立高校の無償化は達成

されたとはいえず、私学助成を大きく拡充するこ
とが求められる。
　また、私学各校にとって、大地震への備えが大
きな課題であり、大きな財政負担となっているが、
神奈川県には施設設備助成がなく、全て保護者の
負担となっており、高学費の要因の一つとなって
いる。
　高学費が原因で私立高等学校を選択できず、県
内公立中学校卒業生の全日制高校進学率は全国的
に低い水準が続いている。教育の無償化を進める
ことで、全ての子供たちの学ぶ権利を保障するこ
とが重要であり、神奈川県においては、私学助成
の抜本的な改善によって、私学経営の安定を図り、
保護者の学費負担を軽減することが県政の急務で
ある。
　よって、逗子市議会は神奈川県に対し、憲法、
教育基本法、子どもの権利条約の理念に基づいて、
私学助成の一層の充実を図るよう要望する。
　
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を
提出する。
　
　令和元年12月18日� 逗 子 市 議 会

福祉職員の大幅な増員と賃金の引上げを求める意見書
　保育や介護などの福祉職場では、制度上で配置
される職員の人数が足りないため、休憩時間中に
食事介助や昼寝の見守りが必要になるほか、書類
作成の時間も保障されないなど、休憩時間の返上
や持ち帰り残業が当たり前となり、休憩・休暇が
取りづらく、適切な時間外労働が保障されている
とは言い難い状況である。
　利用者の処遇や安全を守るためには、このよう
な働き方をせざるを得ず、国は職員配置が足りな
い実態を把握していない。
　また、職員の低すぎる賃金水準が社会問題となっ
ている中、国は処遇改善策を行ってきたとしてい
るが、それでもなお全産業平均との月約10万円の
賃金格差は解消されておらず、毎年の最低賃金引
上げにより、非正規雇用の時給水準は上がってい
るが、対応する原資の保障もない状況である。

　これらのことから、退職者が後を絶たず、人材
確保が困難で、利用者の処遇は悪化し、待機児童
や待機者もなくならない。
　よって逗子市議会は国に対し、福祉職員の大幅
な増員と賃金の引上げが可能となるよう、次の事
項について要望する。
1�　福祉職場の職員配置基準を抜本的に引き上げ、
その配置基準を守り、福祉職員の労働環境が改
善されるよう、人件費を含む予算を保障すること。
2�　全ての福祉職員の賃金を引き上げ、全産業平
均との月約10万円の格差をなくすこと。
　
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を
提出する。
　
　令和元年12月18日� 逗 子 市 議 会
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　本会議の様子をライブで、パソコンから
ご覧いただくことができます。
　平成28年6月開催の第2回定例会からは、
スマートフォンやタブレットでもご覧いた
だくことができるようになりました。
　「ライブ映像」は、本会議開始から終了までの議
場の様子を即座にご覧いただくことができます。
また、ライブ放映終了後7日ほど経過してから、「録
画映像」として見ることができます。

議会インターネット中継
QRコード

スマートフォン、タブレットで
本会議の様子をご覧いただくことができます。

このQRコードからも、
簡単にアクセスできます。
ぜひ、ご覧ください。

ネットは
逗子市議会タブレット中継 検索

議会報告会を開催しました

　令和元年11月15日（金）に体験学習施設スマイルにて議会報告会を開催しました。
　議会報告会では逗子市の子育て施策について議員から報告をし、質疑応答を行いました。
　その後、参加された市民と議員がテーブルを囲み、子育てについて日ごろ感じているご意見等
を伺いました。
　詳細につきましては、逗子市議会ホームページでご覧いただけます。

URL  https://www.city.zushi.kanagawa.jp/gikai/

議員からの議会報告 意見交換の様子

皆様からいただきました
ご意見等は、今後の議会
活動に生かしてまいりた
いと思います。

市長へ議会報告会の概要を送付

※ 令和元年12月17日に正副議長及び議会報告会準備会正副会長
から市長及び教育長へ議会報告会の概要を手渡し、参加者の
皆様からいただいたご意見等を今後の市政運営等の参考にす
るよう要請いたしました。
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市長提出議案

専決処分の承認について［令和元年度逗子市介護保険事業特
別会計補正予算（第 2 号）］ ― 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇

専決処分の承認について［令和元年度逗子市一般会計補正予
算（第 6 号）］ ― 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇

専決処分の承認について［令和元年度逗子市一般会計補正予
算（第 7 号）］ ― 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇

逗子市福祉会館の指定管理者の指定について 教 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇

逗子市印鑑条例の一部改正について ― 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇

逗子市保育所条例の一部改正について 教 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇

逗子市放課後児童クラブ条例の一部改正について 教 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇

逗子市コミュニティセンター条例の一部改正について 総 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 × × 〇

逗子文化プラザ市民交流センター条例の一部改正について 総 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 × × 〇

逗子市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条
例の一部改正について 総 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 × × 〇

逗子市都市公園条例の一部改正について 総 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 × × 〇

逗子市下水道条例の一部改正について ― 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇

逗子市立体育館条例の一部改正について 総 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 × × 〇

令和元年度逗子市一般会計補正予算（第 8 号） 総
教 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇

令和元年度逗子市国民健康保険事業特別会計補正予算（第 1 号）教 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇

令和元年度逗子市後期高齢者医療事業特別会計補正予算
（第 1 号） 教 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇

令和元年度逗子市介護保険事業特別会計補正予算（第 3 号） 教 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇

令和元年度逗子市下水道事業会計補正予算（第 2 号） 総 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇

教育委員会委員の任命について ― 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇

議員提出意見書案

安全・安心の医療・介護の実現のため夜勤改善と大幅増員を
求める意見書 ― 可決 × × × × × 〇 〇 〇 × × 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇

介護施設の人員配置基準の引上げを求める意見書 ― 可決 × × × × × 〇 〇 〇 × × 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇

国に私学助成の拡充を求める意見書（議長裁決） ― 可決 × × × × × 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

神奈川県に私学助成の拡充を求める意見書（議長裁決） ― 可決 × × × × × 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

福祉職員の大幅な増員と賃金の引上げを求める意見書 ― 可決 × × × × × 〇 〇 〇 × × 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇

※　付託委員会：総…総務常任委員会　　教…教育民生常任委員会　　－…委員会付託を省略
※　賛否状況：〇…賛成　　×…反対　　＊　髙野議長は、採決に加わらない。ただし、可否同数の場合は採決する。
※　日本共産党：日本共産党逗子市議会議員団の略

第 4回定例会の議案等の賛否状況一覧


